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日 本 産 シ ジミ チョ ウッ ウ 科 数 種 に つい て (I) 
村 山 修 一 
ON SOME LYCAENIDS FROM JAPAN (<I) 


By SHU-ITI MORAYAYA. 


Favonius jezoensis magnificans SSD。 nov. 
エゾ ミド リ シ ジ ミ 亜 種 (figs. 1, 2, 3) 

Zephyrus jezoensis EsakI, Zephyrus, vol. 6, pp. 55—56, pl. v, figs. 1, 2. 

本 州 に 産 す る ェ ブ ミド リ シ ジ ミ は る 3 共に , 北海 道 の も の (jezoenszs s. str.) に 比 し , 一 般 に 大 形 で ある こ 
と , 襲 画 の 地 色 , 暗色 度 が 弾く, 次 下味 に 芝 し いこ と 笠 の 共通 点 が み ら れ る の で , 列 悪 種 と し て 区 別 す る を 適当 
と 考え ん , こ ヽ に 記載 する . 光 も 本 州 産 の も ゃ の で も る , 信州 や 関東 地方 の も ゃ の と , 西 地方 の も の に は 多少 の 提 較 が 
認め られ る が , この 点 に つい て は , さら に 慎重 に 研究 する 必要 が ある と 思う の で , いま は 収 敢 え ず , 本 州 産 の も 
の を 一 括 し て 一 つの 亜 種 と し て 取扱 つて お く ・ 

前 次 長 18 一 21mmn. 

Holotype: 18, 他 者 大 山 , 6. VII, 1946. Allotopotype: 1 や, 伯 装 大 山 , 6. VII. 1946. Paratypes: 2 8 8, 
伯 付 大 山 , 30, VI. 1951: 1 8, 大 山 , 6. VII. 1946: 1 8, 京都 北山 , 29. VI. 1940: 1 gg, 北山 , 13. VII. 1949: 
1 Pp, 北山 , 19. VII. 1945: 1 る, 滋賀 県 比良 山 , 8. VII. 1950, 1 8 , 信州 鯛 留 , 29. VII. 1950: 1 8, 信州 上 田 , 
10. ViI. 1937 ; 1 8, 信州 追分 , 27. VII. 1935: 1 8, 信州 入 ヶ 岳山 廊 , 16. VII. 1949. 

本 部 種 の \ 前 政 表面 の 淡 色 紋 は 大 < 挫 黄色 を 時 し , 中 に は 大 形 と な つて 2, 3, 4 . 室 に 拡がり , メス アカ ミド リ 
の それ に 近く な つた 個体 が ある . Paratype 中 , 京都 北山 1 ? (19. VII. 1945) は その 典型 的 な 一 例 で あぁ る. 














Favonius ultramarinus jozanus (MATSUMURA, 1915.) 
ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ 亜 種 (figs. 6, 7) 

Zephyrus jozanus MATSUMURA, Ent. Mag. Kyoto, 1915, p, 58, 61, pl. J, fig. 8. 

ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ に つい て も , エゾ と 同様 , 北海 首 産 は 本 州 産 よ り 小 形 , 且 音 面 次 白 味 が 強い の で , 別 
嘘 種 と し て 区 別 す る こと が 可能 で ある が , zuZtramarinus の 原 亜 種 は FrxssN (Rom. Mem. Lep. tome 1[, p. 
278, 1887) が 朝鮮 か ら 記 載 し た も の で , 記述 は 簡単 年 ちら, タイ プ の 前 凌 長 が 20mm. と 記さ れ て いる と ころ か ら 
祭 せ られ る よう に , 可 成り 大 形 で 本 州 産 に 近い . 之 に 対し て , 北海 道 の も の は 一 般 に 15-17mm. 位 の 小形 で ある 
こと か ら 考 え , 私 は 本 州 の も の が むし ろ 原 班 種 に 近い と 独 断 し , 従 つて 北海 道 の も の を 別 亜 種 と し , か つて 概 村 
博 - 二 の 命 名 せら れ た も の を その 下 種 名 に 起用 し た く 思 う の で ある . 

















Neozephyrus smaragdinus luxurians SSD. nov. 
メス アカ ミド リ シ ジ ミ 亜 種 (figs. 9, 10, 11) 

Zephyrus smaragdinus ESAKr, Zephyrus, Vol. 6, p. 197, pl. 13, fig. 109, 1936. 

メス ア ァ カ ミド リ シ ジ ミ が 北海 道 と 本 州 と で 一 般 に 大 き さ に 相違 ある こと , 北海 道産 の も の は 人 大体 藻 竹 と 同一 と 
考え られ る こと は , すでに 上 指 の 文献 で 江崎 博士 の 指 揃 せ られ た と ころ で ある が , 関東 ・ 中 部 地方 で も , 殊 に 入 
ケ 拓 由仁 地 甘 の も ゃ の は 大 形 の よ うに 思わ れる の で , いま 之 を 別 加 種 と し て 記載 する . Brrwrr (Lep. Ost. Sib. 
P. 25, 1864) の 京 種 の 記載 で は 北 の 開 張 35-37mm と な つて いる が , 入 ヶ 后 産 の も の は 手許 の 約 50 参 の 概 本 に つ 
いて みる と , $@34-40mm。 37-41mm の 範囲 と にわたり, 大 も $ は 37-8mm, 9 は 38-9mm あたり の 所 が , 最も 
多く , 明か に 大 形 と な る 傾向 が 強い こと , 昔 画 の 地名 は 8 @ 共 に 北海 邊 の も の より 暗色 度 が 高く , 次 貼 味 た 芝 し 
いこ と , 一 般 に 8 は 契 表 線 色 部 周辺 の 黒 級 が 太く , は 前 玩 の 村 名 統 が 大 形 で ある こと , 科 麹 恒 状 突起 の 基部 に 
も 補 名 狼 の あら われ る 可能 吐 が 大 きい こと 等 の 特色 が あげ られ る . 
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Holotyps: 1 $③, 13. VII. 1950. Allotopotype: 1 9, 13. VII. 1950. Paratopotypes: 3 3 お , 16. VII. 19 
49; 38 $, 13. VII. 1950; 4 2 8, 13. VII. 1950; 2 ? ?, 16. VII. 1943, 長野 県 執 訪 郡 東村 ( 入 ヶ 岳山 各 ). 

本 則 送 で も 件 春 大 山 や 近畿 地方 の も の は , 入 ヶ 岳 の も の 屋 大 きく な く , 且 \ の 前 千 表面 村 色 彼 も 概して 小さ い 
が , この 開 題 に つい て は 他 の 際 会 に 襲 り た い . ' 

Araragi enthea yucara SSD, nov. 
オナ ガ シ ジ シジミ 亜 種 

原 亜 手 に 区 し て 小形 (前 超 民 13-16mm.), 前 事 表 面 第 三 守 及び 中 室 端 府 近 に あら わ れ る 淡色 役 は 住 々 吾 著 な 
折 紋 と な る . (この 点 柄 々 ez7eg7Zes へ の 頂 向 を 示す ) 裏面 , 変化 は 腎 種 司 様 基 し い が , 前 後 女 を 通じ 黒 彼 は 
総じて 小江 と な り , 前 超 後 角 に 近い 棒 名 役 も 出現 率 が 低い . また 後 下 量 外縁 及び 直宏 外 方 を 走る 二 つ の 黒 紋 列 の 
間 , 及び 外 緑 近く に 雪 め られ る 淡 克 折衝 は その あら われ 方 徴 唆 で , 個体 に よ つ て は 全く 油 え , 前 肝 同 様 全 く 白 色 
の 地 多 の まさ 、 に な つて いる こと も あり , 余 還 全体 と し て 白化 し た 感 を 与え る . 中 室 敵 の 横 戦 上 に ある 短い 棒 伏 の 
野 委 の 内 凍 に ある 起点 (1 個 有 方 儲 2 個 ) は 冶 失 し 区 い 

Holotype: 1 8, 20. VII. 1952, 北海 首 問 広 。 Allotyps: 1 ?, 24. VII. 1950, 北海 道 天 境 国 朝日 村 . Para- 
types: 1 8⑧, 14. VII. 1952, 如 広 ,: 1 3, 20. VII. 1952, 小樽 . 雑 広 送 は 小野 決 式 , 天地 産 は 展 佑 川 敏 春 氏 に よ 
り 飼 育 さ れ た も の , 小樽 状 は 自然 採集 唱 , タイ プ は すべ て 私 が 保存 . 新 名 は アイ ヌ の 神話 ユー カラ より 取 つ た も 
お 

終り に 本 鳴 を 草 す る に あたり , 標本 及び 文献 た に つい て 多大 の 導 孔 を 与え られ た 杉谷 岩間 敷 受 , 栗原 善夫 博士 , 

i FrANz DANrgr 氏 に 深く 主意 を 表す る . 
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Explanation of Photos 
1. Favonius jezoensis Mmagnificans SSD nov. ③ Holotype (Ho-shu) 2. do. \Allotype (Honshu) 3. 
do (Underside) 4 Paratype (Honshu) 4. Favonius jezoensis jezoensis IMatsumura 8 (Hokkaido) 5. do 
2 (Hokkaido) 6. Favonius ultramarinus jozanus IMatsumura 4 (Hokkaido) 7. do や (Hokkaido) 
8. Favonius ultramarinus ultryamarinus Fixsen 8 (Honshu) 9. Neozephyrus smaragdinus luxurians 
ssp. nov. 8 Holotype (Honshu) 10. do *\ Allotype (Honshu) 11. do (Underside) 4 Paratype (Ho- 


nshu) 12. N. smaragdainus smaragdinus 8 (Hokkaido) 13. do (Underside) 83 (Hokkaido) 
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SYNOPSIS 


Favonius jezoensis magnificans SSD. nov. 
This new subspecies is easily distinguished from ?ezoe74SZS (s. str.) in Hokkaido by its larger size 
and darker coloration in underside. 
Length of forewing: 18-21mm. 
Habitat: Honshu. 


Favonius ultramarinus jozanus (MATSUMURA, 1915) 
Since Favonius ultramarinus from Hokkaido is smaller in size and more whitish grey in underside 
color than that from Honshu, which has been treated as the original subspecies described from Corea, 
it is reasonable that jozanus described by Dr. MArsuroRA in 1915 is revived as the subspecies name 


of HHokkaido hereafter. 


Neozephyrus smaragdinus Iluxurians SSD. nov. 

Size larger, and more darker in underside color than the specimen from Hokkaido, which agrees 
with the original subspecies described from eastern Siberia、3 : Upperside of both wings, marginal 
black band somewhat broader. ゃ : Upperside, orange markings of forewing 1arger, hindwing being 
highly possible to posess orange marking at the base of the tail. 

Expanse of forewings: $⑧34-40mm, ? 37 一 41 mm. 

Habitat: central district of Honshu. 


Araragi enthea yucara SSD. nov. 

Smaller than the original subspecies from Honshu. Upperside, light greyish spots of forewing 
become frequently conspicuous whitish spots. Underside, all black spots of both wings generally 
smaller, orange spots at anal angle of forewing generally faint. Hindwing, greyish band between two 
rows of blackspots, as well as greyish marginal band also faint or almost disappear. 

Length of forewing: 413-16mm, 9 15mm. 

Habitat: Hokkaido. 


Specimens from Obihiro were reared by Mr. H. Oso, from Asahi-mura by Mr. T. HasrGawa. All types 


in author’s collection. 


みな さま の 御 要 彰 に より まし て , 日 本 で 発表 され た 鱗 現 日 関 係 の 只 文 リス ト , す な は も “Recent Japanese 
Literature on Lepidoptera” を これ か ら 毎 年 載せ る こと に いた し まし た . 幽 瀬 太郎 氏 の 御 肥 力 に よる も の で 
す . 4 森 で は ま づ 1952 年 の 分 を まとめ て , 4 泰 の Supplement と し て 発行 いた し ます . 皆さま の 術 研 究 に た い 
へ ん 役立つ も の と 信じ ます . この Supplement は ほど な く 4 谷 4 号 と 一 緒 に お 手もと に 届け る こと に し て お り 





ます か ら 御 期待 くだ さい . この よう な 事情 で 本 誌 の 方 は この 号 の み 2・3 号 合併 と いた し まし た . Supplemert 
に つい て は 別に 費用 を いた だ か ず に 会 費 で ま か な つ て ゆく 方 針 で お り ま す . 
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